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一　

は
じ
め
に

　

一
九
四
〇
年
五
月
一
〇
日
、
ド
イ
ツ
軍
は
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
連
合
軍
は
瞬
く
間
に
ド

イ
ツ
軍
に
敗
れ
、
ヴ
ィ
シ
ー
政（
1
）府は

六
月
二
二
日
に
ド
イ
ツ
と
休
戦
協
定
を
締
結
し
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
休
戦
協
定
を
結
ぶ
直
前
に
、

フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
（Charles de G

aulle

）
は
イ
ギ
リ
ス
へ
亡
命
し
、
枢
軸
国
に
対
す
る
抵
抗
運
動
で
あ
る

自
由
フ
ラ
ン
ス
（Free France

）
を
結
成
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
外
交
史
研
究
者
の
宮
下
雄
一
郎
は
、
こ
れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
は
「
フ
ラ
ン

ス
」
と
い
う
カ
ッ
コ
付
き
の
ア
ク
タ
ー
に
な
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
国
家
主
権
は
単
一
に
し
て
不
可
分
で
あ
る
た
め
、
ド
・
ゴ
ー
ル
率

い
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
ペ
タ
ン
率
い
る
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
、
ど
ち
ら
か
は
正
統
性
を
失
う
運
命
に
あ
っ（
2
）た。

　

結
果
と
し
て
、
一
九
四
四
年
六
月
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
臨
時
政
府
に
発
展
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
ソ
連
の
三
大
国
が
こ
れ
を
正
統
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
し
て
承
認
し
た
。
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
発
展
す
る
過
程
に
お

い
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
と
り
わ
け
外
務
省
の
支
援
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
亡
命
政
府
で
は
な

く
、
た
だ
の
抵
抗
運
動
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
が
枢
軸
国
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
前
か
ら
、

自
由
フ
ラ
ン
ス
が
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
他
国
の
政
府
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
四
二
年
ま
で
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
外
交
関
係
を
保
ち
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
二
年
一
一
月
に
枢
軸
国
が
フ

ラ
ン
ス
全
土
を
占
領
し
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
完
全
な
傀
儡
政
権
と
な
っ
た
後
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
将
来
の
フ
ラ
ン
ス

政
府
に
な
り
得
る
存
在
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
説
得
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
最
終
的
に
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
臨
時
政
府
の
承
認
を
行
う
に
至
っ
た
重
要
な
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ（
3
）る。

　

自
由
フ
ラ
ン
ス
が
正
統
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
へ
発
展
し
た
こ
と
、
及
び
米
英
ソ
の
三
大
国
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス



イギリス外務省における対「フランス」政策の転換、一九四〇～一九四一年

173

共
和
国
臨
時
政
府
の
承
認
は
、
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
が
西
側
同
盟
国
と
し
て
再
興
す
る
上
で
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研

究
者
の
ジ
ョ
ン
・
ヤ
ン
グ
（John W

. Young

）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
共
産
主
義
勢
力
の
影
響
力
が
強
く
、
一
九

四
七
年
ま
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
東
側
陣
営
に
加
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ（
4
）る。
も
し
フ
ラ
ン
ス
が
枢
軸
国
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た

一
九
四
四
年
に
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
ま
る
で
影
響
力
を
持
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
な
ら
、
も
し
く
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と

英
米
の
関
係
が
劣
悪
で
あ
っ
た
な
ら
、
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
が
共
産
主
義
国
家
と
な
り
東
側
陣
営
へ
加
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
特
に
外
務
省
に
よ
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
は
、
西
側
同
盟
国
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
戦
後
に
再
興
す
る
上

で
重
要
な
要
因
だ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
外
務
省
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
一
九
四
〇
年
の
結
成
当
初
か
ら
支
援
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
一
九
四
〇

年
当
時
の
外
務
省
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
が
戦
争
か
ら
離
脱
し
、
単
独
で
戦
争
を
継
続

し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
枢
軸
国
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
本
土
上
陸
作
戦
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
制
海
権
の
維
持

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
制
海
権
を
維
持
す
る
た
め
に
は
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
枢
軸
国
の
手
か
ら
守
る
必
要
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
ロ

イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ビ
ー
ほ
ど
強
力
で
は
な
い
が
、
枢
軸
国
が
こ
れ
を
奪
取
す
れ
ば
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ビ
ー
の
優
位
性
が
脅
か
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
世
界
中
に
広
が
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
に
は
、
地
中
海
に
面
す
る
北
ア
フ
リ
カ
や
大
西
洋
に
面
す
る
ダ
カ
ー
ル
な
ど
、
戦
略

的
に
重
要
な
拠
点
も
多
か
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
、
こ
れ
ら
を
交
渉
の
材
料
に
し
て
枢
軸
国
へ
接
近
す
る
こ
と
が
可
能
な
立
場
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
宥
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
枢
軸
国
へ
の
接
近
を
防
ぐ
こ
と

を
試
み
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一
年
に
な
る
と
外
務
省
は
徐
々
に
態
度
を
改
め
、
一
九
四
一
年
末
に
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和

を
放
棄
し
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
全
面
的
に
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
外
務
省
が
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
宥
和
を
放
棄
し
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
全
面
的
な
支
援
へ
舵
を
切
っ
た
要
因
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
宥
和
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
枢
軸
国
へ
の
接
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近
を
防
ぐ
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
れ
は
逆
効
果
で
あ
る
と
外
務
省
が
認
識
し
た
こ
と
だ
。
一
九
四
〇
当
時
、
外
務

省
は
宥
和
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
枢
軸
国
へ
の
接
近
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
外
務
省
は
そ
の
後
、

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
を
欺
き
ド
イ
ツ
へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
が
逆
効
果
で
あ
る
と

理
解
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
要
因
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
率
い
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
及
び
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
幅
広
く
支
持
を
受
け
始
め

て
い
る
と
外
務
省
が
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
外
務
省
は
当
初
、
ド
・
ゴ
ー
ル
に
は
政
治
指
導
者
と
し
て
の
素
質
が
な
い
と
判
断
し
、
従
っ

て
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
、
将
来
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
存
在
と
し
て
扱
う
こ
と
を
避
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一

年
に
入
る
と
、
ド
・
ゴ
ー
ル
率
い
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
及
び
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
広
く
支
持
を
受
け
始
め
て
い
る
と

い
う
情
報
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
へ
各
地
か
ら
届
い
た
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
将
来
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
な
り
得
る
存

在
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
一
年
当
時
は
ア
メ
リ
カ
が
未
だ
中
立
を
保
っ
て
い
た
た
め
、
外
務
省
は
、

戦
後
に
英
仏
の
協
調
関
係
を
再
興
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
外
務
省
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
緊
密
な
協
力
を
通
じ
て
、

戦
後
に
英
仏
の
協
調
関
係
を
再
興
す
る
こ
と
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
三
角
関
係
を
扱
っ
た
研
究
で
、
最
も
重
要
な
研
究
の
一
つ
が

イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
者
の
ト
ー
マ
ス
（R. T. Thom

as
）
のBritain and V

ichy

で
あ（
5
）る。
ト
ー
マ
ス
は
当
該
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
対

「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
に
一
貫
性
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
後
の
英
仏
関
係
に
お
け
る
軋
轢
に
繫
が
っ
た
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
一
九
七
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
法
改
正
が
行
わ
れ
、
一
九
四
〇
〜
一
九
四
四
年
の
占
領
期
に
関
す
る
一
次
史
料
が
大
量

に
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
を
利
用
し
た
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
関
す
る
最
も
重
要
な
研
究
の
一
つ
が
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
歴
史
と
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
専
門
家
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ク
ス
ト
ン
（Robert Paxton

）
のV

ichy France
で
あ
る
。
パ
ク
ス
ト
ン
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
ド
イ

ツ
へ
の
協
力
を
強
要
さ
れ
て
い
た
と
い
う
通
説
が
誤
り
で
あ
り
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
自
発
的
に
ド
イ
ツ
へ
の
協
力
を
申
し
出
て
い
た
と
主
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張
し
た
の（
6
）だ。

　

パ
ク
ス
ト
ン
の
主
張
を
受
け
て
、
ト
ー
マ
ス
の
主
張
は
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ー
マ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
「
フ

ラ
ン
ス
」
政
策
は
一
貫
性
を
欠
き
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
に
失
敗
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し

か
し
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
欺
き
ド
イ
ツ
に
接
近
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
ド
イ
ツ
へ
の

接
近
を
防
ぐ
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
っ
た
の
だ
。
対
照
的
に
本
稿
は
、
一
九
四
〇
年
当
時
の
外
務
省
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
外
交
に
翻
弄
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
に
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
目
論
見
を
見
抜
き
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
を
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ

の
宥
和
か
ら
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
へ
と
修
正
し
た
と
主
張
す
る
。

　

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
英
仏
関
係
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
、
外
務
省
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
支
援
を
所
与
の
条
件
と
し
て

扱
う
傾
向
が
見
ら
れ（
7
）る。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
一
九
四
〇
年
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
結
成
か
ら
一
九
四
四
年
の
英
米
ソ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
共
和

国
臨
時
政
府
の
承
認
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
た
め
、
必
然
的
に
イ
ギ
リ
ス
・
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
・
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
三
角
関
係
に
関
す
る
分

析
は
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
転
換
点
に
関
し
て
十
分
な
分
析
が
で
き
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
、
本
稿
は
イ
ギ
リ
ス
・
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
・
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
三
角
関
係
に
焦
点
を
当
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の

対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
転
換
点
が
、
一
九
四
一
年
で
あ
っ
た
と
主
張
す（
8
）る。

二　

フ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
と
英
仏
協
調
の
断

（
9
）絶

㈠　

幻
と
な
っ
た
英
仏
の
「
恒
久
的
な
提
携
」

　

一
九
三
九
年
九
月
一
日
、
ド
イ
ツ
軍
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
は
幕
を
開
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
フ
ラ
ン
ス



法学政治学論究　第126号（2020.9）

176

政
府
は
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
後
、
直
ち
に
最
高
戦
争
評
議
会
（Suprem

e W
ar Council

）
を
開
く
こ
と
に
合
意
し
た
。
そ
の
目
的
は
、

英
仏
間
の
戦
略
や
政
策
の
調
整
に
つ
い
て
議
論
す
る
だ
け
で
な
く
、
両
国
の
緊
密
な
協
力
を
両
国
の
世
論
や
国
際
社
会
に
宣
伝
す
る
こ
と

で
も
あ
っ
）
10
（
た
。
そ
の
後
、
英
仏
は
両
国
の
よ
り
強
固
な
結
束
を
国
際
社
会
に
喧
伝
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
一
二
月
一
九
日
、
第
四
回
最
高

戦
争
評
議
会
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
の
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（N

eville Cham
berlain

）
と
フ
ラ
ン
ス
首
相
の
エ
ド
ゥ
ア
ー

ル
・
ダ
ラ
デ
ィ
エ
（Édouard D

aladier

）
は
、
英
仏
の
政
府
が
共
同
宣
言
を
発
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
そ
の
内
容
と
は
、
英
仏
の
政
府

は
、
互
い
の
合
意
な
し
に
休
戦
協
定
な
い
し
講
和
条
約
の
交
渉
及
び
締
結
を
行
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
）
11
（
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
国
際
社
会

に
向
け
た
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
三
月
に
ダ
ラ
デ
ィ
エ
を
継
い
で
フ
ラ
ン
ス
首
相
に
な
っ
た
ポ
ー
ル
・
レ
イ

ノ
ー
（Paul Reynaud

）
は
、
こ
の
宣
言
は
名
誉
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
英
仏
ど
ち
ら
か
が
単
独
で
休
戦
協
定
な
い
し
は
講
和

条
約
の
締
結
を
望
む
よ
う
な
事
態
は
発
生
し
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
）
12
（
た
。

　

こ
の
宣
言
は
一
九
四
〇
年
三
月
二
八
日
に
発
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
で
は
、
英
仏
協
調
を
戦
後
に
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
二
月
二
八
日
、
外
務
事
務
次
官
代
理
の
オ
ー
ム
・
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（O

rm
e Sargent

）
は
外
務
事
務

次
官
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ド
ガ
ン
（Alexander Cadogan

）
に
対
し
、
戦
後
に
英
仏
の
協
調
関
係
を
協
力
関
係
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
平
和
を
英
仏
で
守
っ
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
を
受
け
外
務
省
は
、
戦
後
の
英
仏
協
力
に
関

す
る
省
庁
横
断
委
員
会
（Inter-departm

ental Com
m
ittee on Post-w

ar Anglo-French Collaboration

）
を
組
織
し
た
。
四
月
三
〇
日
に
第

一
回
の
会
議
が
開
か
れ
、
委
員
会
は
英
仏
で
「
恒
久
的
な
提
携
（Perpetual Association

）」
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
）
13
（

た
。
こ
の
よ

う
に
、
当
時
の
外
務
省
で
は
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
「
特
別
な
関
係
」
を
築
く
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
）
14
（

る
。

と
こ
ろ
が
、
五
月
に
入
り
ド
イ
ツ
軍
が
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
侵
攻
を
開
始
す
る
と
、
英
仏
の
「
恒
久
的
な
提

携
」
構
想
は
潰
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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㈡　

フ
ラ
ン
ス
軍
の
崩
壊
と
イ
ギ
リ
ス

　

一
九
四
〇
年
五
月
一
〇
日
、
ド
イ
ツ
軍
の
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
西
部
戦
線
に
お
け
る
膠
着
状

態
は
破
ら
れ
た
。
連
合
軍
は
ド
イ
ツ
軍
の
電
撃
戦
に
対
し
て
成
す
術
を
持
た
ず
、
ド
イ
ツ
軍
が
侵
攻
を
開
始
し
た
一
週
間
後
に
は
、
連
合

軍
は
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
連
合
軍
の
戦
略
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
ベ
ル
ギ
ー
な
い
し
は
オ
ラ
ン
ダ
の
侵
攻
と
同
時
に
主

力
を
ベ
ル
ギ
ー
へ
進
軍
さ
せ
、
残
り
の
兵
力
は
要
塞
線
で
あ
る
マ
ジ
ノ
線
に
沿
わ
せ
て
配
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
）
15
（

た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
戦
略
に
は
ア
ル
デ
ン
ヌ
と
い
う
決
定
的
な
弱
点
が
存
在
し
た
。
ア
ル
デ
ン
ヌ
は
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
に
位
置
す
る
森
林
地
帯
で
あ
り
、

ム
ー
ズ
川
と
い
う
広
大
な
川
が
流
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
総
司
令
官
の
モ
ー
リ
ス
・
ガ
ム
ラ
ン
（M

aurice G
am

elin

）
は
、
ド
イ
ツ
軍

の
戦
車
部
隊
は
ア
ル
デ
ン
ヌ
を
攻
略
で
き
な
い
と
考
え
、
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
守
備
を
手
薄
に
し
て
い
）
16
（

た
。
ド
イ
ツ
軍
は
そ
の
弱
点
を
突
き
、

連
合
国
の
前
線
を
突
破
し
た
の
で
あ
る
。

　

連
合
軍
は
、
前
線
が
容
易
に
は
突
破
さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
作
戦
を
立
て
て
い
た
た
め
、
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
突
破
は
連
合
軍

の
戦
略
の
破
綻
を
意
味
し
て
い
た
。
主
力
部
隊
を
ド
イ
ツ
軍
に
包
囲
さ
れ
た
連
合
軍
は
、
絶
望
的
な
状
況
に
置
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
イ
ギ
リ
ス
参
謀
本
部
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
最
も
重
要
な
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
一
つ
を
作
成
す
る
。
そ
の
名
も
、「
必
然

的
な
結
末
（Certain Eventuality

）
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
戦
略
」
だ
。
そ
の
目
的
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
と
休
戦
協
定
な
い
し
は
講

和
条
約
を
締
結
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
単
独
で
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
場
合
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ド
イ
ツ
に
勝
利

す
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
参
謀
本
部
が
出
し
た
結
論
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
戦
略
爆
撃
・
経
済
封
鎖
・
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
て

い
る
国
々
の
反
乱
を
支
援
す
る
こ
と
の
三
本
柱
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
勝
利
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
）
17
（
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
が
そ
の
三
本
柱
を
用
い
て
ド
イ
ツ
に
勝
利
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
、
ま
ず
は
敗
北
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
本

土
上
陸
を
許
さ
な
い
こ
と
と
海
上
交
通
路
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
行
く
末
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
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以
降
、
当
面
の
間
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
枢
軸
国
に
渡
さ
な
い
こ
と
で
あ
っ
）
18
（
た
。
そ
の
後
、

六
月
一
〇
日
に
イ
タ
リ
ア
が
参
戦
し
、
六
月
一
一
日
に
フ
ラ
ン
ス
軍
の
最
終
防
衛
線
で
あ
る
ソ
ン
ム
・
エ
ー
ヌ
線
（
パ
リ
か
ら
一
〇
〇
ｋ
ｍ

キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ソ
ン
ム
と
エ
ー
ヌ
を
結
ん
だ
線
）
が
突
破
さ
れ
る
と
、
ガ
ム
ラ
ン
に
代
わ
っ
て
最
高
司
令
官
と
な
っ
た
マ
キ
シ
ム
・
ヴ
ェ
ガ

ン
（M

axim
e W

eygand

）
は
翌
日
に
全
面
撤
退
を
命
じ
た
。
そ
し
て
、
副
首
相
と
し
て
レ
イ
ノ
ー
内
閣
に
入
閣
し
た
ペ
タ
ン
と
、
ヴ
ェ
ガ

ン
は
休
戦
協
定
の
締
結
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
、
英
仏
協
調
の
終
わ
り
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

㈢　

英
仏
協
調
の
断
絶

　

レ
イ
ノ
ー
は
な
お
も
抗
戦
を
主
張
し
た
が
、
陸
戦
の
プ
ロ
で
あ
る
ペ
タ
ン
と
ヴ
ェ
ガ
ン
が
抗
戦
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
た
め
、

彼
は
閣
僚
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
苦
心
し
た
。
そ
も
そ
も
レ
イ
ノ
ー
が
ペ
タ
ン
を
副
首
相
に
任
命
し
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け

る
英
雄
で
あ
る
ペ
タ
ン
の
求
心
力
を
利
用
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ペ
タ
ン
が
休
戦
協
定
の
締
結
を
主

張
し
た
た
め
、
レ
イ
ノ
ー
の
試
み
は
裏
目
に
出
た
。
六
月
一
五
日
、
ペ
タ
ン
と
ヴ
ェ
ガ
ン
は
レ
イ
ノ
ー
に
対
し
、
枢
軸
国
に
休
戦
協
定
の

申
し
出
を
す
る
か
、
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
の
確
約
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
辞
任
を
す
る
と
脅
し
を
か
け
）
19
（

た
。
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
の
確
約
な
ど

得
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
レ
イ
ノ
ー
は
休
戦
協
定
の
申
し
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
足
枷
と
な
っ
た
の
が
、
英
仏
は
互
い
の
合
意
な
し
に
休
戦
協
定
な
い
し
講
和
条
約
の
交
渉
及
び
締
結
を
し
な
い
と

い
う
宣
言
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
レ
イ
ノ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
こ
の
宣
言
か
ら
解
放
し
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
要
請
に
応
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
時
内
閣
で
は
、
レ
イ
ノ
ー
の
要
求
を
拒
否
す
れ
ば

レ
イ
ノ
ー
は
失
脚
し
、
彼
の
後
継
者
は
イ
ギ
リ
ス
に
敵
対
的
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
）
20
（

。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
休
戦
協
定
の
交
渉
に
入
る
こ
と
を
許
可
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
敵
の
手
に
落
ち

な
い
と
い
う
確
証
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
直
ち
に
イ
ギ
リ
ス
の
港
へ
向
か
う
と
い
う
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条
件
の
下
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
ド
イ
ツ
政
府
と
休
戦
協
定
の
交
渉
に
入
る
こ
と
を
許
可
す
る
と
い
う
内
容
の
電
報
を
、
駐
仏
大
使
の
ロ

ナ
ル
ド
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（Ronald Cam

pbell

）
へ
送
っ
）
21
（

た
。

　

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
間
も
な
く
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
対
し
、
そ
の
電
報
を
差
し
止
め
る
よ
う
指
示
す
る
。「
英
仏
連
合
（Anglo-

French U
nion

）」
構
想
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。「
英
仏
連
合
」
構
想
と
は
、
英
仏
調
整
委
員
）
22
（
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
ジ
ャ
ン
・

モ
ネ
（Jean M

onnet

）
が
中
心
と
な
り
起
草
し
た
も
の
だ
。
そ
の
目
的
は
、
英
仏
と
そ
の
植
民
地
が
一
つ
の
国
と
な
る
こ
と
で
、
戦
争
を

最
後
ま
で
戦
い
抜
く
こ
と
で
あ
っ
）
23
（
た
。
だ
が
、「
英
仏
連
合
」
構
想
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
閣
議
で
一
〇
対
一
四
で
否
決
さ
れ
、
レ
イ
ノ
ー

は
辞
任
し
）
24
（

た
。
結
果
と
し
て
、
新
た
に
ペ
タ
ン
が
首
班
と
な
っ
て
内
閣
を
組
閣
し
、
枢
軸
国
と
の
休
戦
協
定
の
交
渉
に
入
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
政
府
か
ら
レ
イ
ノ
ー
へ
の
電
報
の
内
容
が
ペ
タ
ン
ら
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の

共
同
宣
言
を
一
方
的
に
破
棄
し
て
休
戦
協
定
を
締
結
し
た
形
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
枢
軸
国
へ
の
抵
抗
は
終
わ
り
を
告
げ
た
が
、
一
方
で
海
外
へ
渡
っ
て
で
も
抵
抗
を
続
け
よ
う
と
し
た
人
物
が
い

た
。
そ
れ
が
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
准
将
で
あ
っ
た
ド
・
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
レ
イ
ノ
ー
が
失
脚
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
へ
亡
命

し
て
枢
軸
国
へ
の
抵
抗
を
続
け
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
放
送
に
よ
っ
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
抵
抗
運
動

の
狼
煙
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

三　

フ
ラ
ン
ス
の
分
裂
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

㈠　

自
由
フ
ラ
ン
ス
の
結
成
と
イ
ギ
リ
ス

　

一
九
四
〇
年
六
月
一
七
日
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ピ
ア
ー
ズ
将
）
25
（
軍
（Edw

ard Spears

）
の
手
引
き
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
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ス
へ
亡
命
し
た
。
そ
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
自
身
が
英
国
放
送
協
会
（British Broadcasting Corporation: BBC

）
の
放
送
を
通
じ
て
、
フ

ラ
ン
ス
人
へ
枢
軸
国
へ
の
抵
抗
を
呼
び
か
け
る
こ
と
の
許
可
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
求
め
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
反
応
は
芳
し
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
ほ
ぼ
無
名
の
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
一
九
四
〇

年
五
月
に
は
一
介
の
陸
軍
大
佐
に
過
ぎ
ず
、
准
将
に
昇
格
し
た
の
は
ド
イ
ツ
軍
と
の
戦
闘
で
戦
果
を
挙
げ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

政
治
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
関
し
て
も
、
レ
イ
ノ
ー
の
下
で
国
防
・
陸
軍
次
官
を
二
週
間
ほ
ど
務
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
外
務
事
務
次
官
の
カ

ド
ガ
ン
は
同
僚
に
対
し
て
、「
私
が
ド
・
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
よ
う
な
頭
と
女
の
よ
う
な
尻

を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
だ
」
と
告
げ
て
い
）
26
（

る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
、
当
初
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
心
証
を
害
す
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
試
み
た
。
六
月
一
八
日
の
閣

議
で
は
チ
ャ
ー
チ
ル
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
代
わ
り
に
議
長
を
務
め
た
が
、
戦
時
内
閣
は
ド
・
ゴ
ー
ル
の
要
求
を
拒

否
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
六
月
一
八
日
当
時
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
ま
だ
休
戦
協
定
を
締
結
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
人
物
（persona non grata

）
で
あ
る
ド
・
ゴ
ー
ル
の
放
送
を
許
す
こ
と
で
、
ヴ
ィ
シ
ー
政

府
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
は
こ
れ
を
受
け

て
直
ち
に
チ
ャ
ー
チ
ル
の
下
へ
向
か
い
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
人
へ
抵
抗
を
呼
び
か
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
同
意

し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
閣
僚
と
再
び
協
議
し
、
そ
れ
に
よ
り
ド
・
ゴ
ー
ル
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
人
へ
抵
抗
を
呼
び
か
け
る
こ

と
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
）
27
（

る
。

　

こ
う
し
て
ド
・
ゴ
ー
ル
は
抵
抗
運
動
の
指
導
者
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
外
務
省
の
ド
・
ゴ
ー
ル
に
対
す
る
態

度
は
否
定
的
だ
っ
た
。
放
送
の
翌
々
日
、
カ
ド
ガ
ン
は
ド
・
ゴ
ー
ル
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
意
図
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
を
挑
発
す
る
よ
う
な
行
動
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
ド
・
ゴ
ー
ル
に
当
面
の
間
は
放
送
を
控
え
る
よ
う
要
求
し

た
）
28
（

。
ド
・
ゴ
ー
ル
に
拒
否
権
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
外
務
事
務
次
官
補
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ト
ラ
ン
グ
（W

illiam
 Strang

）
は
自
身
が
作
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成
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
、「
我
々
は
二
匹
の
馬
に
同
時
に
乗
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
べ
き
だ
」
と
記
し
て
い
）
29
（
る
。
要
す
る
に
、

両
者
と
も
に
こ
の
段
階
で
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
と
っ
て
望
ま
し
い
行
動
を
取
る
可
能
性
に
賭
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

の
観
点
か
ら
す
る
と
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
行
動
は
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た

　

し
か
し
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
六
月
二
二
日
に
ド
イ
ツ
と
、
二
四
日
に
イ
タ
リ
ア
と
休
戦
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
フ
ラ
ン
ス
の
高
名
な
政
治
家
か
軍
人
が
ド
・
ゴ
ー
ル
に
代
わ
っ
て
抵
抗
運
動
の
指
揮
を
執
る
こ
と
を
望
み
、
各
地
の
有
力
な
人
物
と
接

触
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
全
て
失
っ
て
ま
で
枢
軸
国
に
対
す
る
抵
抗
運
動
を
指
揮
し
よ
う
と
し
た
人
物
は
、

ド
・
ゴ
ー
ル
以
外
に
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
六
月
二
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ド
・
ゴ
ー
ル
を
、「
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
連
合
国
の
大

義
の
下
に
集
う
、
全
て
の
自
由
な
フ
ラ
ン
ス
人
の
指
導
者
」
と
し
て
承
認
し
）
30
（
た
。

㈡　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
外
交
関
係
の
断
絶
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
期
待

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
抵
抗
運
動
の
指
揮
を
執
る
こ
と
の
で
き
る
有
力
な
フ
ラ
ン
ス
人
を
探
す
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
い
か
に
し

て
枢
軸
国
か
ら
守
る
か
と
い
う
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
ド
イ
ツ
と
結
ん
だ
休
戦
協
定
の
第
八
項
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
艦
隊
は
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
管
理
下
に
武
装
解
除
さ
れ
、
ド
イ
ツ
が
そ
れ
を
戦
争
に
用
い
る
こ
と
は
な
い
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
は
い
つ
で
も
覆
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
休
戦
協
定
の
第
二
四
項
に
は
、
も
し
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
休
戦
協
定
に
記
さ
れ
た
義
務

を
果
た
さ
な
か
っ
た
場
合
は
、
ド
イ
ツ
は
い
つ
で
も
そ
れ
を
無
効
化
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
）
31
（

る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
、

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
枢
軸
国
へ
渡
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
保
証
し
て
い
た
）
32
（

が
、
そ
う
い
っ
た
保
証
に
は
何
の
価
値
も
な

か
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
裏
切
り
を
受
け
て
帰
国
し
た
前
駐
仏
大
使
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
す
で
に

約
束
を
破
っ
て
お
り
、
も
う
一
度
約
束
を
破
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
）
33
（

だ
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
受
け
て
戦
時
内
閣
は
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
枢
軸
国
の
手
に
落
ち
る
こ
と
を
防
ぐ
最
善
の
方
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
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撃
沈
す
る
こ
と
で
あ
る
と
合
意
し
）
34
（
た
。
そ
し
て
、
七
月
三
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ビ
ー
は
北
ア
フ
リ
カ
の
オ
ラ
ン
に
停
泊
す
る
フ
ラ
ン
ス

の
主
力
艦
隊
を
攻
撃
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
側
の
死
傷
者
は
一
二
九
七
名
に
も
上
っ
）
35
（

た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ビ
ー
の
攻
撃
に
対
し
て
、
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
は
間
髪
を
入
れ
ず
報
復
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
七
月
五
日
に
フ
ラ
ン
ス
空
軍
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
対
し
て
爆
撃
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、
よ
り
重
要
な
の
が
駐
英
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
撤
退
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
外
交
関
係
は
断
絶

し
た
。

　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
外
交
関
係
の
断
絶
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
期
待
は
必
然
的
に
高
ま
っ
た
。
と
り

わ
け
、
こ
の
時
期
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
支
援
を
主
導
し
た
の
が
首
相
の
チ
ャ
ー
チ
ル
で
あ
っ
）
36
（

た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ま
ず
、
ス
ピ

ア
ー
ズ
に
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
を
組
織
さ
せ
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
連
絡
を
担
当
さ
せ
た
。
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
は
首
相
兼
防
衛
）
37
（
相
で
あ

る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
管
轄
下
と
な
り
、
彼
は
報
告
の
義
務
を
外
務
省
で
は
な
く
防
衛
相
の
チ
ャ
ー
チ
ル
に
負
っ
た
。
こ
れ
が
後
に
イ
ギ
リ
ス

政
府
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
に
齟
齬
が
生
じ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
八
月
七
日
に
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
間

に
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
経
済
・
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
定
め
た
協
定
を
締
結
し
）
38
（

た
。
こ
れ

に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
組
織
的
な
協
力
関
係
が
ひ
と
ま
ず
結
ば
れ
た
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
共
に
、
西
ア
フ
リ
カ
に
位

置
す
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
ダ
カ
ー
ル
を
襲
撃
す
る
作
戦
の
立
案
を
主
導
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
カ
ー
ル
は
大
西
洋
に
面
す
る
港
湾
都
市
で

あ
り
、
こ
れ
を
奪
取
す
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
の
制
海
権
を
強
化
す
る
こ
と
を
チ
ャ
ー
チ
ル
は
狙
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
チ
ャ
ー

チ
ル
に
は
北
ア
フ
リ
カ
と
い
う
別
の
狙
い
も
あ
っ
た
。
八
月
下
旬
に
フ
ラ
ン
ス
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
の
一
部
や
フ
ラ
ン
ス
領
カ
メ
ル
ー
ン
が

自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
参
加
を
宣
言
し
た
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
れ
ら
の
領
土
と
ダ
カ
ー
ル
を
足
掛
か
り
に
し
、
フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ
カ

に
進
出
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
の
で
あ
）
39
（

る
。
フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ
カ
は
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
中
で
最
も
大
き
な
軍
事
力
を
持
つ
地

域
で
あ
り
、
ま
た
、
地
中
海
に
面
す
る
戦
略
上
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
協
力
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
領
ア
フ
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リ
カ
全
体
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
）
40
（
る
。

　

し
か
し
、
九
月
下
旬
に
決
行
さ
れ
た
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
は
失
敗
に
終
わ
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
目
論
見
は
破
れ
た
。
本
来
の
計
画
は
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ビ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
ダ
カ
ー
ル
の
守
備
隊
の
士
気
を
削
ぎ
、
す
か
さ
ず
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
使
節
団
を
送
り
込
む
こ
と

で
平
和
的
に
ダ
カ
ー
ル
を
占
領
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
カ
ー
ル
の
守
備
隊
は
躊
躇
な
し
に
連
合
軍
へ
の
砲
撃
を
行
っ

た
。
作
戦
が
失
敗
し
た
本
質
的
な
原
因
は
、
作
戦
の
内
容
に
ダ
カ
ー
ル
の
守
備
隊
の
士
気
な
ど
不
確
実
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
な
打
算
を
優
先
し
て
作
戦
を
決
行
し
た
こ
と
に
あ
っ
）
41
（
た
。
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
の
失
敗
は
単
な
る
軍
事
作
戦
の

失
敗
に
留
ま
ら
ず
、
政
治
的
な
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。
外
務
省
は
ド
・
ゴ
ー
ル
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
を
疑
問
視
し
、
悪
化
し
た

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
関
係
を
、
ド
・
ゴ
ー
ル
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
切
り
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
復
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

四　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
冷
遇

㈠　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
「
暫
定
協
定
」
の
検

）
42
（討

　

ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
の
失
敗
を
知
っ
た
外
務
省
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
関
係
修
復
に
取
り
掛
か
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
再
び
ジ
ブ

ラ
ル
タ
ル
へ
の
爆
撃
を
行
い
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
い
つ
宣
戦
布
告
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
一
〇

月
一
日
、
外
相
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
（Edw

ard H
alifax

）
は
内
閣
に
、
こ
れ
か
ら
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
し
て
取
る
べ
き
政

策
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
提
出
し
た
。
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
は
な
い
フ
ラ

ン
ス
領
に
お
い
て
は
、
当
面
の
間
は
軍
事
作
戦
を
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
の
決
行
以
前
に
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
に
お
い
て
暫
定
協
定
（m

odus vivendi

）
を
結
ぶ
こ
と
を
打
診
し
て
い
た
。
ハ
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リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
申
し
出
に
対
し
て
前
向
き
な
返
事
を
送
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
）
43
（
る
。

　

海
軍
省
は
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
主
張
に
お
お
む
ね
同
意
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
海
軍
省
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
脆
弱
性
と
ロ
イ
ヤ

ル
・
ネ
イ
ビ
ー
の
限
界
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
大
西
洋
か
ら
地
中
海
へ
の
入
り
口
で
戦
略
的
に
重
要
な
拠
点
で
あ
る

が
、
フ
ラ
ン
ス
空
軍
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
極
め
て
脆
弱
で
あ
り
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
を
こ
れ
以
上
挑
発
す
れ
ば
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
が
完
全

に
破
壊
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
海
軍
省
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
は
西
地
中
海
の
制
海
権
を
全
て
失
い
、
東
地
中
海

の
制
海
権
を
維
持
す
る
こ
と
も
絶
望
的
に
な
る
と
警
告
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ネ
イ
ビ
ー
は
世
界
各
地
の
拠
点
や
輸
送
船
団

の
護
衛
、
枢
軸
国
と
の
戦
闘
で
す
で
に
手
一
杯
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
海
軍
省
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
と
の
衝
突
は
避
け
る
べ
き
と
主
張
し

た
の
で
あ
）
44
（
る
。

　

戦
時
内
閣
で
は
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
主
張
に
関
し
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

は
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
に
お
け
る
「
暫
定
協
定
」
に
つ
い
て
交
渉
を
始
め
る
意
志
が
あ
る
と
い
う
内
容
の
返
事
を
送
る
こ
と
で
合
意
が
得
ら

れ
）
45
（

た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
互
い
の
駐
ス
ペ
イ
ン
大
使
を
通
し
て
交
渉
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
以
降
、

一
九
四
〇
年
末
に
か
け
て
外
務
省
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
が
、
こ
れ
に
は
他
に
も
要
因
が
あ
っ
た
。
前
フ
ラ
ン

ス
軍
総
司
令
官
の
ヴ
ェ
ガ
ン
が
、
北
ア
フ
リ
カ
総
代
表
と
い
う
新
設
さ
れ
た
ポ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ガ
ン
は
北
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
陸
・
空
軍
を
統
括
す
る
こ
と
に
な
り
、
絶
大
な
権
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
外
務
省
は
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
ヴ
ェ
ガ
ン
へ

の
接
近
を
開
始
し
た
。㈡　

ヴ
ェ
ガ
ン
へ
の
接
近

　

時
間
は
前
後
す
る
が
、
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
決
行
の
直
前
、
九
月
上
旬
に
ヴ
ェ
ガ
ン
が
北
ア
フ
リ
カ
へ
渡
る
と
い
う
情
報
を
イ
ギ
リ
ス

政
府
が
入
手
す
る
と
、
外
務
省
は
ヴ
ェ
ガ
ン
の
目
的
に
つ
い
て
分
析
を
始
め
た
。
前
駐
仏
大
使
で
あ
っ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
ヴ
ェ
ガ
ン
の
目
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的
に
関
し
て
、
三
つ
の
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
ず
は
、
北
ア
フ
リ
カ
に
い
る
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
反
乱
分
子
な
い
し
は
親
自
由

フ
ラ
ン
ス
勢
力
を
弾
圧
す
る
た
め
に
北
ア
フ
リ
カ
に
向
か
っ
た
と
い
う
も
の
。
次
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
か
ら
任
務
を
授
け
ら
れ
て
北
ア
フ

リ
カ
へ
向
か
っ
た
が
、
ペ
タ
ン
の
同
意
な
し
に
極
秘
で
枢
軸
国
に
対
抗
す
る
勢
力
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
。
最

後
は
、
ペ
タ
ン
の
命
を
受
け
て
、
北
ア
フ
リ
カ
に
政
府
を
移
転
す
る
た
め
の
準
備
を
行
う
と
い
う
も
の
）
46
（
だ
。
そ
れ
に
加
え
て
第
四
の
仮
説

と
し
て
、
ヴ
ェ
ガ
ン
は
単
に
ド
イ
ツ
の
圧
力
に
よ
っ
て
北
ア
フ
リ
カ
へ
追
い
や
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
説
も
存
在
し
た
。
駐
タ
ン

ジ
ー
ル
総
領
事
の
ア
ル
ヴ
ァ
リ
ー
・
ガ
ス
コ
イ
ン
（Alvary G
ascoigne

）
に
よ
る
と
、
ヴ
ェ
ガ
ン
の
息
子
は
、
ヴ
ェ
ガ
ン
の
北
ア
フ
リ
カ

行
き
は
ド
イ
ツ
の
圧
力
に
よ
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
と
い
）
47
（

う
。

　

一
〇
月
一
四
日
、
外
務
省
フ
ラ
ン
ス
局
長
の
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ッ
ク
（H

arold M
ack

）
は
こ
れ
ら
の
報
告
や
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
の
失
敗

を
受
け
、
ヴ
ェ
ガ
ン
に
接
触
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
マ
ッ
ク
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
目
的
は
、
有
力
な
フ
ラ
ン
ス
人
を

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
と
共
に
北
ア
フ
リ
カ
へ
向
か
わ
せ
、
枢
軸
国
と
の
戦
闘
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
だ
と
確
認
し
た
。
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
ヴ
ェ
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
他
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
ペ
タ
ン
や
海
相
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ル
ラ
ン
（François D

arlan

）
が
あ
っ
た

が
、
ペ
タ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
本
土
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
し
、
ダ
ル
ラ
ン
は
反
英
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、

ヴ
ェ
ガ
ン
は
ド
イ
ツ
に
対
す
る
敵
意
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
し
、
前
フ
ラ
ン
ス
軍
総
司
令
官
で
あ
っ
た
た
め
、
ヴ
ェ
ガ
ン
が
北
ア
フ
リ
カ

で
戦
闘
の
再
開
を
宣
言
す
れ
ば
、
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
軍
の
士
官
の
多
く
が
賛
同
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
理
由
か
ら
、

マ
ッ
ク
は
ヴ
ェ
ガ
ン
と
接
触
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
）
48
（

た
。
そ
し
て
、
外
務
省
は
ヴ
ェ
ガ
ン
と
の
接
触
を
開
始
し
た
。

㈢　

自
由
フ
ラ
ン
ス
の
冷
遇

　

こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
は
、
外
務
省
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
冷
遇
す
る
の
は
当
然
だ
っ
た
。
ヴ
ェ
ガ
ン
が
北
ア
フ
リ
カ
へ
渡
っ
た
一
方
で
、

自
由
フ
ラ
ン
ス
は
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
に
失
敗
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ダ
カ
ー
ル
の
守
備
隊
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て



法学政治学論究　第126号（2020.9）

186

攻
撃
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
痛
手
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
の
支

持
を
そ
れ
ほ
ど
得
て
い
な
い
と
外
務
省
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ダ
カ
ー
ル
の
情
勢
を
見
誤
っ
た
と
い
う
点

で
も
、
外
務
省
の
ド
・
ゴ
ー
ル
に
対
す
る
信
頼
は
損
な
わ
れ
た
。
一
一
月
一
日
、
連
合
国
の
抵
抗
運
動
に
関
す
る
委
員
）
49
（
会
（Com

m
ittee 

on Foreign 
（Allied

） Resistance

）
で
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
政
治
に
携
わ
る
べ
き
で
は
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
部
隊
を
率

い
て
戦
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
「
政
治
的
将
軍
」
と
い
う
印
象
を
周
囲
に
与
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

彼
の
抵
抗
運
動
の
指
導
者
と
し
て
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
考
え
た
か
ら
で
あ
）
50
（
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
主
張
に
カ
ド
ガ
ン
や

ス
ト
ラ
ン
グ
も
同
意
し
た
。
一
一
月
五
日
、
カ
ド
ガ
ン
は
自
身
の
日
記
に
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
「
負
け
犬
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
）
51
（

る
。
ま
た
、

ス
ト
ラ
ン
グ
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
こ
れ
以
上
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
に
対
す
る
軍
事
作
戦
を
起

こ
さ
せ
な
い
と
保
証
す
る
こ
と
を
提
案
し
）
52
（
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
外
務
省
の
試
み
に
抵
抗
し
た
の
が
チ
ャ
ー
チ
ル
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
前
述
の
ス
ト
ラ
ン
グ
の
提
案
を
二
度

破
棄
し
て
い
）
53
（

る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
宥
和
は
逆
効
果
で
あ
り
、
対
照
的
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
し
て
強
硬
的
な

態
度
を
取
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
欺
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
知
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は

自
身
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
、「
我
々
も
ヒ
ト
ラ
ー
と
同
様
に
牙
を
持
っ
て
い
る
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
」、
彼
ら
か
ら
譲

歩
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
）
54
（
る
。
首
相
の
チ
ャ
ー
チ
ル
が
こ
う
も
強
く
主
張
す
る
以
上
、
外
務
省
は
安
易
に
ド
・
ゴ
ー

ル
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
結
成
し
た
一
九
四
〇
年
に
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
チ
ャ
ー
チ
ル
の
支
援
に
よ
っ
て
抵
抗
運

動
と
し
て
の
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
外
務
省
は
ド
・
ゴ
ー
ル
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
に
疑
問
を
呈
し
、
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
枢
軸
国
へ
の
接
近
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
一
年

に
入
る
と
外
務
省
は
徐
々
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
玉
虫
色
の
態
度
に
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
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の
宥
和
を
放
棄
し
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
へ
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
外
務
省
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
に
乗
り
出

す
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
激
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
決
裂
と
シ
リ
ア
の
侵
攻

㈠　

モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
バ
ー
タ
ー
協
定
と
ア
メ
リ
カ
の
介
入

　

外
務
省
は
ヴ
ェ
ガ
ン
と
の
接
触
を
図
る
と
同
時
に
、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
い
て
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
バ
ー
タ
ー
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
試
み

て
い
た
。
モ
ロ
ッ
コ
は
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
国
で
あ
る
が
、
一
九
四
〇
年
の
夏
か
ら
モ
ロ
ッ
コ
に
は
親
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
分
子
が
多
く
い
る

と
い
う
情
報
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
届
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
と
参
謀
本
部
は
モ
ロ
ッ
コ
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
こ
と
を
計
画

し
て
い
た
。
し
か
し
、
レ
イ
ノ
ー
の
側
近
を
務
め
、
そ
の
後
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
参
加
し
て
ド
・
ゴ
ー
ル
の
側
近
と
な
っ
た
ガ
ス
ト
ン
・
パ

レ
ヴ
ス
キ
（G

aston Palew
ski

）
の
分
析
で
は
、
モ
ロ
ッ
コ
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
ス
ペ
イ
ン
の
介
入
を
招
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
パ
レ

ヴ
ス
キ
は
、
五
師
団
程
の
増
援
を
送
れ
ば
ス
ペ
イ
ン
軍
に
対
抗
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
）
55
（
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
軍
に
は
そ
れ
に
割

く
予
備
兵
力
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
モ
ロ
ッ
コ
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
計
画
は
頓
挫
し
た
。

　

外
務
省
が
打
っ
た
次
の
手
は
、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
バ
ー
タ
ー
協
定
の
締
結
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
北
ア
フ
リ
カ
に

経
済
封
鎖
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
モ
ロ
ッ
コ
で
は
生
活
必
需
品
が
不
足
し
て
い
た
。
特
に
、
現
地
の
一
大
勢
力
で
あ
る
ム
ー
ア
人
は
茶
と

砂
糖
を
好
ん
で
使
用
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
十
分
に
得
ら
れ
ず
ム
ー
ア
人
の
間
で
は
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。
一
方
、
モ
ロ
ッ
コ
で
大

量
に
生
産
さ
れ
る
リ
ン
酸
肥
料
は
イ
ギ
リ
ス
の
食
糧
供
給
の
手
段
と
し
て
重
要
だ
っ
た
。
モ
ロ
ッ
コ
に
少
量
の
茶
と
砂
糖
を
輸
出
す
る
代

わ
り
に
、
リ
ン
酸
肥
料
を
輸
入
す
る
と
い
う
の
が
バ
ー
タ
ー
協
定
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
。
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ま
ず
は
、
茶
と
砂
糖
を
供
給
し
、
代
わ
り
に
余
剰
生
産
物
の
リ
ン
酸
肥
料
を
買
い
取
る
こ
と
で
、
ム
ー
ア
人
に
イ
ギ
リ
ス
へ
の
好
感
を
抱

か
せ
る
こ
と
、
次
に
イ
ギ
リ
ス
の
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
第
三
の
目
的
が
、
ヴ
ェ
ガ
ン
の
連
合
国
へ
の
協
力
を
取
り

付
け
る
た
め
の
交
渉
の
土
台
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ヴ
ェ
ガ
ン
の
も
と
へ
使
節
を
送
り
、
ヴ
ェ
ガ
ン
の
意
向
を
探
ら
せ

て
い
た
）
56
（
が
、
ヴ
ェ
ガ
ン
は
兵
器
や
石
油
な
ど
が
足
り
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
戦
闘
を
再
開
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
だ
と
主
張
し
て
い
）
57
（
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
バ
ー
タ
ー
協
定
を
土
台
に
し
て
ヴ
ェ
ガ
ン
と
の
交
渉
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
横
槍
が
入
っ
た
。
一
九
四
〇
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
た
後
、
駐
仏
ア
メ

リ
カ
大
使
は
不
在
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

（Franklin Roosevelt

）
の
側
近
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
ー
ヒ
ー
提
督
（W

illiam
 Leahy

）
が
新
た
に
駐
仏
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
北
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
経
済
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
連
合
国
へ
の
協
力
を
取
り
付
け
る

こ
と
を
試
み
た
。
リ
ー
ヒ
ー
と
同
じ
く
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
側
近
で
あ
り
、
駐
仏
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
相
談
役
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・

マ
ー
フ
ィ
ー
（Robert M

urphy

）
は
、
ヴ
ェ
ガ
ン
の
も
と
を
訪
れ
、
交
渉
を
開
始
し
）
58
（

た
。

　

一
見
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
動
き
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
中
立
国
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
よ
り
は
る
か
に
豊
富
な
資
源
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
交
渉
を
容
易
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
北
ア
フ
リ
カ
に
物
資
が
供
給
さ
れ
れ
ば
ヴ
ェ
ガ
ン
の
立
場
は
強
ま
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
二
つ
存
在

し
た
。
ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ほ
ぼ
無
条
件
に
物
資
を
供
給
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
。
次
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
府

に
対
す
る
影
響
力
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
こ
と
だ
。

　

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
原
則
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が
北
ア
フ
リ
カ
へ
物
資
を
供
給
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
合
意
し
て
い
た
が
、
無

条
件
で
支
援
を
行
う
こ
と
は
避
け
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
物
資
を
受
け
取
る
だ
け
で
、
連
合
国
と
の
協
力
は
一
切
行
わ

な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
務
省
は
、
ヴ
ェ
ガ
ン
が
連
合
国
に
対
す
る
協
力
を
書
面
で
約
束
し
な
い
限
り
、
物
資
を
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供
給
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
ア
メ
リ
カ
国
務
省
に
説
い
）
59
（
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
務
省
は
外
務
省
の
主
張
を
退
け
た
。
国
務
長
官
の
コ
ー
デ

ル
・
ハ
ル
（Cordell H

ull

）
は
、
英
米
が
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
取
れ
ば
、
本
来
得
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
も
の
、
す
な

わ
ち
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
協
力
を
失
う
危
険
を
冒
す
だ
け
だ
と
反
論
し
た
の
）
60
（
だ
。

　

結
果
と
し
て
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
決
断
は
全
て
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
任
せ
る
よ
う
外
務
省
に
指
令
を
出
し
）
61
（
た
。
こ
れ
は
極
め
て
合
理
的
な

判
断
で
あ
っ
た
。
仮
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
抵
抗
を
続
け
て
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
そ
れ
を
無
視
し
て
交
渉
を
進
め
る
可
能
性
が
高
か
っ
た

た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
の
方
が
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
。
特
に
、
イ
ギ
リ
ス

の
戦
争
努
力
を
お
お
い
に
左
右
す
る
武
器
貸
与
法
の
交
渉
を
進
め
て
い
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
不
要
な
摩
擦
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に

と
っ
て
避
け
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
経
済
支
援
を
定
め
た
マ
ー
フ
ィ
ー
＝
ヴ
ェ
ガ
ン

協
定
が
二
月
二
六
日
に
締
結
さ
れ
）
62
（
た
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
の
介
入
に
よ
る
も
う
一
つ
の
弊
害
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
影
響
力
が
深
刻
に
損
な
わ
れ
た
こ

と
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
し
て
は
中
立
国
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
物
資
を
ほ
ぼ
無
条
件
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
か
ら
、
厳
し
い
条
件
の
下
に
イ
ギ
リ
ス
と
少
量
の
物
資
を
取
引
す
る
必
要
な
ど
な
く
な
っ
た
の
だ
。
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
介

入
に
は
思
わ
ぬ
影
響
も
あ
っ
た
。
外
務
省
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
玉
虫
色
の
態
度
に
疑
念
を
持
ち
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

㈡　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
疑
念
と
シ
リ
ア
侵
攻
の
決
断

　

中
立
国
の
ア
メ
リ
カ
が
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
良
い
条
件
の
も
と
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
経
済
支
援
を
申
し
出
た
。
こ
れ
は
、
ヴ
ィ
シ
ー

政
府
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
機
会
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
自
身
の
目
論
見
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
露
見
さ

せ
て
し
ま
う
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
交
渉
が
進
ん
で
い
る
の
を
い
い
こ
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交
渉
を
一
方
的
に

打
ち
切
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
代
わ
っ
て
外
相
に
就
任
し
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
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（Anthony Eden

）
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
交
渉
を
打
ち
切
る
前
か
ら
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
態
度
を
警
戒
し
て
い
た
。
二
月
一
日
、
彼
は
次
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
我
々
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
経
済
封
鎖
を
限
界
ま
で
強
め
る
べ
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
彼
ら
が
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
な
が
ら
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
を
最
前
列
で
眺
め
て
い
ら
れ
る
と
思
え
ば
、
彼
ら
は
『
お
行
儀
良
く
』
座
り

続
け
る
で
あ
ろ
う
か
ら
だ
。
も
し
彼
ら
が
飢
え
始
め
れ
ば
、
彼
ら
は
ど
ち
ら
か
の
味
方
に
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
す
る
だ
ろ

う
）
63
（

」。
イ
ー
デ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
と
同
様
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
し
て
は
強
硬
な
対
応
を
取
る
べ
き
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に

は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
を
「
眺
め
て
」
い
た
ど
こ
ろ
か
、
自
発
的
に
ド
イ
ツ
へ
の
協
力
を
申
し
出
て
い
た
。

近
年
の
研
究
で
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交
渉
の
内
容
を
全
て
ド
イ
ツ
政
府
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
交
渉
の
打
ち
切
り
を
要
請
さ
れ
る
以
前
に
、
自
発
的
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交
渉

を
打
ち
切
っ
て
い
）
64
（
た
。

　

こ
う
し
た
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
態
度
を
受
け
、
外
務
省
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
疑
念
は
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
、
外
務

省
が
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
を
見
限
る
決
定
的
な
事
件
が
起
き
る
。
一
九
四
一
年
四
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
委
任
統
治
領
か
ら
独
立
し
た
イ
ラ
）
65
（

ク
で
反

乱
が
起
き
る
と
、
ド
イ
ツ
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の
委
任
統
治
領
で
あ
っ
た
シ
リ
ア
の
飛
行
場
を
利
用
し
て
、
イ
ラ
ク
の
反
乱
勢
力
を
支
援
す

る
こ
と
の
許
可
を
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
た
の
が
海
相
の
ダ
ル
ラ
ン
だ
っ
た
。
一
九
四
一
年
に
入
る
と
ダ

ル
ラ
ン
は
権
力
を
強
め
、
海
相
の
他
に
副
首
相
・
外
相
・
情
報
相
・
内
務
相
（
八
月
に
は
さ
ら
に
防
衛
相
）
を
兼
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
五
月
に
ダ
ル
ラ
ン
は
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
で
ヒ
ト
ラ
ー
と
会
談
し
、
パ
リ
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
ド
イ
ツ
政
府
に
シ
リ
ア
の
飛
行
場
や
装
備
の
利
用
な
ど
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
ド
イ
ツ
政
府
は
占
領
費
の
負
担
の
軽
減

や
、
フ
ラ
ン
ス
兵
捕
虜
七
万
〜
八
万
人
の
解
放
な
ど
を
認
め
る
と
い
う
も
の
だ
っ
）
66
（
た
。

　

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
あ
か
ら
さ
ま
な
対
独
協
力
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
シ
リ
ア
の
侵
攻
を
決
断
す
る
。
も
と
も
と
、
参
謀
本
部
は
一

九
四
〇
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
た
当
時
か
ら
、
シ
リ
ア
の
戦
略
的
な
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
シ
リ
ア
が
敵
に
回
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れ
ば
、
中
東
・
エ
ジ
プ
ト
・
東
地
中
海
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
戦
略
的
拠
点
が
全
て
脅
か
さ
れ
る
か
ら
）
67
（
だ
。
し
か
し
、
モ
ー
ト
ン
委
員
会

で
シ
リ
ア
に
お
い
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
際
に
は
、
シ
リ
ア
は
あ
ま
り
に
重
要
な
戦
略
的
拠
点
で
あ
る
た

め
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
）
68
（
た
。
そ
の
後
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
機
会
が
な
い
ま
ま
一
九
四
一
年
五
月
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

　

事
態
の
進
展
を
受
け
て
、
五
月
一
九
日
に
開
か
れ
た
閣
議
で
は
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
（
シ
リ
ア
と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
の
委
任
統
治
領
で
あ
っ

た
）
の
侵
攻
に
関
し
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
四
月
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
し
た
た
め
、
ヴ
ィ
シ
ー

政
府
に
よ
る
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
の
統
治
に
も
は
や
正
統
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
）
69
（

た
。
結
果
と
し
て
、
六
月
七
日
に
イ
ギ
リ
ス
軍
は
自

由
フ
ラ
ン
ス
と
協
力
し
て
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
こ
の
作
戦
と
そ
の
余
波
に
よ
り
、
外
務
省
に
お
け
る
対
「
フ
ラ
ン

ス
」
政
策
は
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。

六　

外
務
省
に
よ
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
支
援

㈠　

シ
リ
ア
の
侵
攻
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
衝

）
70
（突

　

一
九
四
一
年
六
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
軍
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
共
に
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
作
戦
は
順
調
に
進
み
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
六
月
末
に
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
休
戦
協
定
の
交
渉
を
開
始
し
）
71
（
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は

自
由
フ
ラ
ン
ス
に
降
伏
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
だ
。
七
月
一
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
休
戦
協
定
の
条
件
を
提
示
し
た
が
、
ヴ
ィ
シ
ー
政

府
は
調
印
を
拒
否
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
東
に
お
け
る
権
益
の
放
棄
と
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
よ
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
承
認

が
暗
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
後
者
に
関
し
て
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
降
伏
す
る
こ
と
に
同
意
す
れ
ば
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
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府
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
存
在
を
認
め
た
も
同
然
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
休
戦
協
定
に
お
い
て
、

「
ヴ
ィ
シ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
（V

ichy France

）」
と
い
う
語
句
と
「
自
由
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
語
句
を
用
い
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
拒
否
し

た
）
72
（

。

　

こ
れ
を
受
け
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
中
東
担
当
大
臣
の
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
（O

liver Lyttelton

）
に
対
し
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の

司
令
官
が
誰
に
対
し
て
降
伏
す
る
か
と
い
う
問
題
に
よ
っ
て
休
戦
協
定
の
締
結
が
妨
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
命
令
し
）
73
（

た
。
そ
の
結
果
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
七
月
一
四
日
に
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
休
戦
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
側

の
代
表
で
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
カ
ト
ル
ー
将
軍
（G

eorges Catroux

）
が
休
戦
協
定
に
調
印
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
カ
ト
ル
ー
は
イ
ギ
リ

ス
政
府
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
間
に
結
ば
れ
た
休
戦
協
定
の
内
容
に
合
意
す
る
別
の
文
書
に
署
名
し
）
74
（
た
。

　

こ
の
休
戦
協
定
の
内
容
は
ド
・
ゴ
ー
ル
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
休
戦
協
定
の
条
項
に
は
「
自
由
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
語
句
が
存
在
し
な
い

だ
け
で
な
く
、
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
が
統
治
す
る
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
に

対
す
る
野
心
を
疑
い
憤
っ
た
ド
・
ゴ
ー
ル
は
直
ち
に
カ
イ
ロ
へ
向
か
い
、
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
に
最
後
通
牒
を
突
き
つ
け
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
が

突
き
つ
け
た
文
書
に
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
休
戦
協
定
の
条
項
に
は
従
わ
ず
、
ま
た
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
部
隊
は
こ
れ
以
上
イ
ギ
リ
ス
軍
の

指
揮
下
に
は
入
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
）
75
（
た
。
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
は
ド
・
ゴ
ー
ル
の
脅
迫
に
屈
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
間
に
新
た
な
協
定
を
結

ん
だ
。
そ
の
内
容
は
、
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
統
治
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
は
ド
・
ゴ
ー
ル

に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
に
対
す
る
野
心
は
な
い
こ
と
を
保
証
し
）
76
（
た
。
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
、
ド
・
ゴ
ー
ル

は
彼
に
対
し
て
常
軌
を
逸
し
た
攻
撃
的
な
態
度
を
取
り
、
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
に
「
こ
れ
が
、
外
交
が
い
か
に
し
て
行
わ
れ
る
か
と
い
う
手
本

な
ら
、
私
は
外
交
官
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
を
選
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
安
堵
す
る
」
と
言
わ
し
め
る
程
で
あ
っ
）
77
（
た
。

　

次
に
激
怒
し
た
の
は
、
こ
の
顚
末
を
知
っ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
モ
ー
ト
ン
に
対
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
ロ
ン
ド
ン

へ
帰
還
し
た
際
に
以
下
の
対
応
を
取
る
よ
う
命
じ
た
。
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一
、
誰
も
ド
・
ゴ
ー
ル
に
会
っ
て
は
な
ら
な
い
。

二
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
到
着
し
た
際
に
、
い
か
な
る
イ
ギ
リ
ス
当
局
も
彼
と
接
触
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
。

三
、
も
し
ド
・
ゴ
ー
ル
が
カ
ド
ガ
ン
に
会
う
こ
と
を
望
ん
で
も
、
カ
ド
ガ
ン
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
会
っ
て
は
な
ら
な
い
。

四
、
も
し
状
況
が
許
せ
ば
ド
・
ゴ
ー
ル
に
対
し
、
現
在
の
状
況
は
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
チ
ャ
ー
チ
ル
が
個
人
的
に
対
処
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

五
、
誰
も
ド
・
ゴ
ー
ル
の
部
下
に
会
っ
て
は
な
ら
な
）
78
（
い
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
決
裂
を
も
辞
さ
な
い
覚
悟
で
あ
っ
た
が
、
イ
ー
デ
ン
が
介
入
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
決
裂
を
思
い
留

ま
る
よ
う
説
得
し
た
。
イ
ー
デ
ン
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
枢
軸
国
へ
の
抵
抗
を
望
む
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
も
し
イ
ギ

リ
ス
政
府
が
ド
・
ゴ
ー
ル
と
決
裂
す
れ
ば
、
彼
ら
の
心
は
挫
け
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
説
得
し
た
の
で
あ
）
79
（
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
イ
ー
デ
ン

の
説
得
を
受
け
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
決
裂
を
思
い
留
ま
っ
た
。

　

イ
ー
デ
ン
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
要
因
と
し
て
、
外
務
省
で
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
が
数
カ
月
前
と

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
一
九
四
一
年
に
入
っ
て
か
ら
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
支
持
し
、

ド
・
ゴ
ー
ル
を
崇
拝
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
各
地
か
ら
届
い
て
い
た
。
六
月
二
三
日
に
モ
ー
ト
ン
委
員
会
が
作
成
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
多
く
は
ド
・
ゴ
ー
ル
を
二
〇
世
紀
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
と
み
な
し
て
お
り
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
フ
ラ
ン
ス
の
国

家
と
し
て
の
再
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
）
80
（

る
。
こ
の
他
に
も
似
通
っ
た
内
容
を
含
む
報
告
が
各
地
か
ら
届
い
て

お
り
、
外
務
省
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
持
つ
求
心
力
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
外
務
省
で
は
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
調
関
係
を
再
興
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
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駐
ブ
ラ
ザ
ヴ
ィ
ル
総
領
事
の
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ー
（Robert Parr

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
態
度
を
改
め
な
け
れ

ば
、
英
仏
関
係
は
四
〇
年
前
の
状
態
に
逆
戻
り
す
る
と
主
張
し
て
い
）
81
（

る
。
同
様
に
、
ガ
ス
コ
イ
ン
も
戦
後
に
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
と
協

力
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、「
協
商
」
の
再
興
ま
で
は
至
ら
ず
と
も
、「
協
力
関
係
」
の
再
興
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
）
82
（

。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
依
然
と
し
て
中
立
国
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
積
極
的
な
協
力
を
得
ら
れ
る

可
能
性
が
明
確
で
な
い
以
上
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
調
関
係
を
再
興
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
外
務
省
が
考
え
た
こ
と
は
自
然
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
支
持
を
受
け
始
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
緊
密
な
協
力
を
通
じ

て
戦
後
に
英
仏
の
協
調
関
係
を
再
興
す
る
こ
と
を
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
あ
か
ら
さ
ま
な
対
独
協
力
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
枢
軸
国
へ
の
接
近
を
防
ぐ
こ
と
が
不
可

能
で
あ
る
と
い
う
決
定
的
な
証
拠
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
受
け
て
、
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
改
善
に
乗
り
出
し
て

い
く
。
対
照
的
に
、
こ
れ
以
降
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
対
立
を
深
め
て
い
く
。
チ
ャ
ー
チ
ル
と
い
う
庇
護
者
を
失
っ
た
自
由
フ

ラ
ン
ス
の
先
行
き
は
ひ
と
と
き
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
外
務
省
と
い
う
新
た
な
庇
護
者
を
得
た
の
で
あ
る
。

㈡　

フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
へ
の
外
交
代
表
の
派
遣

　

九
月
二
四
日
に
ド
・
ゴ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
（French N

ational Com
m
ittee

）
を
創
設
す
る
と
、
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス

と
の
連
絡
を
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
を
通
さ
ず
に
行
う
新
た
な
体
制
の
構
築
に
着
手
し
た
。
宮
下
曰
く
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
は
自
由

フ
ラ
ン
ス
史
上
最
初
の
本
格
的
な
政
府
的
機
構
と
呼
べ
る
存
在
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
は
委
員
会
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
採
り
、

ド
・
ゴ
ー
ル
を
委
員
長
と
し
て
外
務
委
員
や
財
務
委
員
な
ど
、
通
常
の
政
府
に
お
け
る
閣
僚
に
当
た
る
役
職
を
設
け
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
枢
軸
国
の
占
領
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
ら
の
手
で
政
府
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
権
力
を
担
う
機
構
と
し
て
誕
生
し
）
83
（
た
。
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フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
の
創
設
に
際
し
て
ス
ト
ラ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
性
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る

と
主
張
し
た
。
ス
ト
ラ
ン
グ
は
ま
ず
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
軋
轢
が
存
在
す
る
原
因
は
、
外
務
省
が
直
接
自
由

フ
ラ
ン
ス
と
の
連
絡
を
行
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
連
絡
は
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
率

い
る
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
が
担
当
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
は
外
交
官
で
は
な
い
し
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
は
報
告
の
義
務
を

外
務
省
で
は
な
く
防
衛
相
の
チ
ャ
ー
チ
ル
に
負
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
要
因
だ
と
ス
ト
ラ

ン
グ
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ス
ト
ラ
ン
グ
は
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
を
解
散
し
、
相
談
役
な
い
し
は
公
使
レ
ベ
ル
の
外
交
官
を

フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
外
交
代
表
と
し
て
派
遣
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
）
84
（

た
。

　

つ
ま
り
ス
ト
ラ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
を
単
な
る
抵
抗
運
動
で
は
な
く
、
政
治
的
機
構
と
し
て
扱
う
こ
と

を
主
張
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
正
統
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
へ
の
発
展
を
望
む
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
大
き
な
一
歩
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
九

月
三
〇
日
に
開
か
れ
た
イ
ー
デ
ン
、
リ
ッ
テ
ル
ト
ン
、
モ
ー
ト
ン
、
ス
ト
ラ
ン
グ
ら
が
参
加
し
た
会
議
で
は
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
を
駐
シ
リ
ア

公
使
に
任
命
し
、
彼
は
外
務
省
の
管
轄
下
に
入
る
こ
と
を
チ
ャ
ー
チ
ル
に
提
案
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
）
85
（

た
。
こ
れ
は
、
事
実
上
の
更
迭
で

あ
）
86
（
る
。
こ
の
提
案
に
関
し
て
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
が
組
織
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
状
況
は
大
幅
に
変
化
し
た
た

め
、
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
）
87
（

た
。

　

そ
れ
か
ら
、
ス
ト
ラ
ン
グ
が
中
心
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
に
対
す
る
外
交
代
表
の
派
遣
が
進
め
ら
れ
る
。
一
一
月
三
〇
日
、

ス
ト
ラ
ン
グ
は
モ
ー
ト
ン
に
対
し
て
、
そ
も
そ
も
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
根
本
的
な
原
因
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と

の
間
に
適
切
な
関
係
を
築
け
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
使
節
団
は
特
殊
な
（sui generis

）
存
在
で

あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
他
国
に
お
け
る
大
使
館
と
同
等
の
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
従
っ
て
、
外
務
省
が
フ
ラ
ン
ス
国

民
委
員
会
に
、
外
務
省
の
み
に
責
任
を
負
う
外
交
代
表
を
送
ら
な
い
限
り
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
と
ス
ト
ラ
ン
グ
は
論
じ
）
88
（
た
。
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そ
し
て
一
二
月
一
七
日
、
ス
ト
ラ
ン
グ
は
自
身
が
議
長
と
な
っ
て
外
務
省
で
会
議
を
開
き
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会

に
外
交
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
代
表
は
前
外
務
省
報
道
局
長
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ピ
ー
ク
（Charles Peake

）
が
務
め
、

彼
は
公
式
の
外
交
代
表
と
し
て
任
命
は
さ
れ
な
い
も
の
の
、
他
の
連
合
国
に
派
遣
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
代
理
大
使
と
同
等
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
以
上
の
決
定
の
目
的
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
の
関
係
を
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
他

の
連
合
国
の
政
府
と
の
関
係
と
同
等
の
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
）
89
（

た
。

　

こ
う
し
て
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
連
絡
や
交
渉
は
外
務
省
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
ず
か
一
年
前
ま
で
、
外
務
省
は
ド
・
ゴ
ー

ル
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
切
り
捨
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
宥
和
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
が
、
一
年
後
に
は
反
対
に
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ

の
宥
和
を
放
棄
し
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
へ
と
乗
り
出
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
四
年
六
月
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

臨
時
政
府
へ
と
発
展
し
、
同
年
一
〇
月
に
英
米
ソ
の
三
大
国
に
承
認
さ
れ
る
ま
で
、
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
支
援
を
続
け
た
。

外
務
省
に
お
け
る
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
転
換
点
は
、
一
九
四
一
年
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七　

お
わ
り
に

　

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
を
放
棄
し
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
支
援
す
る
路
線
へ
舵
を
切
っ
た
理
由
は
大
き
く
分
け
て

二
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
が
逆
効
果
で
あ
る
と
外
務
省
が
理
解
し
た
こ
と
と
、
ド
・
ゴ
ー
ル
率
い
る
自
由
フ
ラ

ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
本
土
と
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
か
ら
広
く
支
持
を
受
け
始
め
て
い
る
と
外
務
省
が
認
識
し
た
こ
と
だ
。
一
九
四
〇
年
当
時
、

外
務
省
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
枢
軸
国
へ
の
接
近
を
防
ぐ
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
欺
き
、
ド
イ
ツ
へ
の
協
力
を
裏
で
申
し
出
て
い
た
。
外
務
省
は
一
九
四
一
年
に
入
っ
て
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の

企
み
を
見
抜
き
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
は
逆
効
果
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
の
だ
。
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ま
た
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
結
成
し
た
当
初
、
外
務
省
は
ド
・
ゴ
ー
ル
に
政
治
指
導
者
と
し
て
の
素
質
は
な
い
と
考
え
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
必
要
以
上
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
肩
入
れ
す
る
こ
と
で
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
反
感
を
買
う
こ
と
を
避
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
一
九
四
一
年
に
入
る
と
、
ド
・
ゴ
ー
ル
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
、
フ
ラ
ン
ス
本
土
及
び
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
で
幅
広
く
支
持
を

受
け
始
め
て
い
る
と
い
う
報
告
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
各
地
か
ら
届
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
外
務
省
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
率
い
る
自
由
フ
ラ
ン
ス

は
フ
ラ
ン
ス
領
に
お
い
て
政
治
的
な
求
心
力
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
は
ア
メ
リ
カ
が
中
立
を
保
っ
て

お
り
、
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
の
緊
密
な
協

力
を
通
じ
て
、
戦
後
に
英
仏
の
協
調
関
係
を
再
興
す
る
こ
と
を
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

外
務
省
が
フ
ラ
ン
ス
国
民
委
員
会
へ
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
の
外
交
代
表
を
送
っ
た
こ
と
は
、
外
務
省
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識

を
改
め
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
、
単
な
る
抵
抗
運
動
で
は
な
く
、
将
来
の
フ
ラ
ン
ス
政

府
に
な
り
得
る
存
在
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
が
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
な
る
上
で
重
要
な
一

歩
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
を
続
け
、
一
九
四
四
年
六
月
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
臨
時
政

府
へ
発
展
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
英
米
ソ
の
三
大
国
か
ら
正
統
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
し
て
承
認
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら
、
ヤ
ン
グ
が
主
張

す
る
よ
う
に
多
少
の
起
伏
こ
そ
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
は
西
側
諸
国
と
の
協
調
路
線
を
明
確
に
し
、
そ
の
後
も
英
米
と
の

協
調
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
外
務
省
に
お
け
る
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
転
換
は
、
そ
の
重
要
な
要
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）  

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
タ
ン
元
帥
（Philippe Pétain

）
を
首
班
と
す
る
政
府
が
拠
点
を
南
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ィ
シ
ー
に
移
転
し
た
の
は
一
九
四
〇
年

七
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
表
記
ゆ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
ペ
タ
ン
率
い
る
政
府
を
言
及
す
る
際
に
は
、
一
貫
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
」

と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。

（
2
）  

宮
下
雄
一
郎
『
フ
ラ
ン
ス
再
興
と
国
際
秩
序
の
構
想

―
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
政
治
と
外
交

―
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
六
年
）、passim

。

（
3
）  

ア
メ
リ
カ
政
府
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
政
策
に
関
し
て
は
、G

loria Elizabeth M
aguire, 

‘ “Notre m
al de tête com

m
un

” : 
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Churchill, Roosevelt et D
e G

aulle

’, Revue d

’histoire m
oderne et contem

poraine, 42:4 

（O
ctober-D

ecem
ber 1995

）, 593 -608; 
idem

, A
nglo-A

m
erican Policy towards the Free French 

（London: M
acm

illan, 1995

）; M
ario Rossi, Roosevelt and the French 

（Connecticut: Praeger Publishers, 1993

）; idem
, 

‘United States M
ilitary Authorities and Free France, 1942 -1944

’, The Journal 
of M

ilitary H
istory, 61:1 （January 1997

）, 49 -64

を
参
照
。

（
4
）  John W

. Young, France, the Cold W
ar and the W

estern A
lliance, 1944 -49 （Leicester: Leicester U

niversity Press, 1990

）.

（
5
）  R. T. Thom

as, Britain and V
ichy: The D

ilem
m
a of A

nglo-French Relations 1940 -42 （London: Palgrave, 1979

）.

（
6
）  Robert O. Paxton, V

ichy France: O
ld G

uard and N
ew O

rder, 1940 -1944, W
ith a N

ew Introduction 

（N
ew

 York: Colum
bia 

U
niversity Press, 2001

）.

パ
ク
ス
ト
ン
の
研
究
の
第
一
版
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
七
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
パ
ク
ス
ト
ン
は
主
に
ド
イ
ツ

の
史
料
を
用
い
て
い
た
。
根
本
的
な
パ
ク
ス
ト
ン
の
主
張
は
第
一
版
と
、
一
九
八
二
年
に
出
版
さ
れ
た
第
二
版
で
は
異
な
っ
て
い
な
い
が
、
パ
ク

ス
ト
ン
の
主
張
が
歴
史
家
た
ち
か
ら
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
研
究
の
歴
史
に
関
し

て
は
、Paxton, V

ichy France, ix-xxxiv

を
参
照
。

（
7
）  

主
要
な
研
究
と
し
て
、Barbara Baer, British Foreign Policy towards Charles de G

aulle, 1940 -44, Ph. D. dissertation （M
arquette 

U
niversity, 1976

）; Elizabeth Barker, Churchill and Eden at W
ar 

（London: M
acm

illan, 1978

）; François Kersaudy, Churchill 
and D

e G
aulle 

（London: Collins, 1981
）; Christine G

iuliani, 

‘Eden, de G
aulle and the Free French: un bienfait inscrit dans la 

m
ém

oire?

’, in Statecraft and D
iplom

acy in the Twentieth Century, ed. by D
avid D

utton （Liverpool: Liverpool U
niversity Press, 

1995

）; Peter M
angold, Britain and the D

efeated French: From
 O

ccupation to Liberation, 1940 -1944 

（London: I. B. Tauris, 
2012

）.

（
8
）  

こ
こ
ま
で
に
言
及
し
た
先
行
研
究
以
外
に
も
、
植
民
地
を
め
ぐ
る
英
仏
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
ア
フ
リ
カ

や
中
東
な
ど
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
に
関
し
て
議
論
を
展
開
す
る
際
に
、
適
宜
言
及
す
る
。
ま
た
、
二
〇
世
紀

に
お
け
る
英
仏
関
係
全
般
に
関
し
て
は
、P. M

. H
. Bell, France and Britain, 1900 -1940: Entente and Estrangem

ent 

（London: 
Routledge, 1996

）; idem
, France and Britain, 1940 -1994 （London: Routledge, 1997

）; Britain and France in Two W
orld W

ars: 
Truth, M

yth and M
em

ory, eds. by Em
ile Chabal and Robert Tom

bs （London: Bloom
sbury Publishing, 2013

）
を
参
照
。

（
9
）  

英
仏
協
調
の
断
絶
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
に
関
し
て
は
、P. M

. H
. Bell, A

 Certain Eventuality: Britain and the Fall of France 

（M
ichigan: Saxon H

ouse, 1974

）; John C. Cairns, 

‘Great Britain and the Fall of France A
 Study in A

llied D
isunity

’, The 
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Journal of M
odern H

istory, 27:4 

（D
ecem

ber 1955

）, 365 -409; idem
, 

‘De G
aulle Confronts the British: The Legacy of 1940

’, 
International Journal, 23:2 

（Spring 1968

）, 187 -210; Eleanor M
. G

ates, End of the A
ffair: The Collapse of the A

nglo-French 
A
lliance, 1939 -40 （California, U

niversity of California Press, 1981

）
を
参
照
。

（
10
）  Record of the First M

eeting of the Suprem
e W

ar Council, 12th Septem
ber 1939, FO

 371/24296 -C373/9/17, The N
ational 

Archives of the U
nited Kingdom

, Kew
 ﹇

以
下
Ｔ
Ｎ
Ａ
と
略
記
﹈.

（
11
）  Record of the Fourth m

eeting of the Suprem
e W

ar Council, 19th D
ecem

ber 1939, FO
 371/24298 -C3799/9/17, TN

A.

（
12
）  Q

uoted in Bell, A
 Certain Eventuality, p. 6.

（
13
）  M

inutes of the 1st m
eeting of Inter-departm

ental Com
m
ittee on Post-w

ar Anglo-French Collaboration, 30th April 1940, FO
 

371/24299 -C6368, TN
A.

（
14
）  

こ
の
点
に
関
し
て
は
、D

avid Reynolds, From
 W

orld W
ar to Cold W

ar: Churchill, Roosevelt, and the International H
istory of 

the 1940s （O
xford: O

xford U
niversity Press, 2006

）, pp. 23 -48

を
参
照
。

（
15
）  

連
合
軍
の
戦
略
に
関
し
て
は
、G

erhard L. W
einberg, A

 W
orld at A

rm
s: A

 G
lobal H

istory of W
orld W

ar II 

（N
ew

 York: 
Cam

bridge U
niversity Press, 2005

）, pp. 122 -130

を
参
照
。

（
16
）  W

M

（40

）122nd Conclusions, 14th M
ay 1940, CAB 65/7, TN

A.

（
17
）  

‘British Strategy in a Certain Eventuality, Report by the Chiefs of Staff Com
m
ittee

’, 25th M
ay 1940, CAB 66/7 -W

P

（40

）168, 
TN

A.

イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
者
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
イ
ノ
ル
ズ 

（D
avid Reynolds

） 

は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、「
誤
っ
た
根
拠
の
下

に
正
し
い
決
断
を
下
し
た
」
と
評
し
て
い
る
。Reynolds, From

 W
orld W

ar to Cold W
ar, pp. 75 -98.

（
18
）  

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
行
く
末
と
い
う
問
題
全
般
に
関
し
て
は
、M

artin Thom
as, 

‘After M
ers-el-Kébir: The Arm

ed N
eutrality of the 

V
ichy French N

avy, 1940 -43

’, The English H
istorical Review, 112:447 （June 1997

）, 643 -670

を
参
照
。

（
19
）  From

 Cam
pbell to Foreign O

ffice, 15th June 1940, FO
 371/24310 -C7263/G, TN

A.

（
20
）  W

M

（40

）168th Conclusions, M
inute 1 Confidential Annex, 16th June, 1940, CAB 65/13, TN

A.

（
21
）  From

 Foreign O
ffice to Cam

pbell, 16th June 1940, FO
 371/24310 -C7263/G, TN

A.

（
22
）  

英
仏
の
戦
争
努
力
に
必
要
な
物
資
の
調
達
・
供
給
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
調
整
を
す
る
委
員
会
で
あ
る
。

（
23
）  

「
英
仏
連
合
」
構
想
の
起
草
過
程
に
関
し
て
は
、Avi Shlaim

, 

‘Prelude to D
ow

nfall: The British O
ffer of U

nion to France, June 
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1940

’, Journal of Contem
porary H

istory, 9:3 

（July 1974

）, 27 -63; 

宮
下
、『
フ
ラ
ン
ス
再
興
と
国
際
秩
序
の
構
想
』、
五
一
〜
六
〇
頁
を

参
照
。

（
24
）  

‘Mem
orandum

 of July 12 to the French Em
bassy

’, FO
 371/24301 -C7492/9/17, TN

A.
（
25
）  
五
月
一
〇
日
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
代
わ
っ
て
首
相
に
就
任
し
た
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル 

（W
inston Churchill

） 

の
レ
イ
ノ
ー
に
対
す

る
個
人
的
な
代
表
を
務
め
て
い
た
。

（
26
）  The D

iaries of Sir A
lexander Cadogan, 1938 -45, ed. by D

avid D
ilks （London: Cassell, 1971

）, p. 302.

（
27
）  W

M
（40
）171st Conclusions, 18th June 1940, CA
B 65/7, TN

A
; M

ajor-G
eneral Sir Edw

ard Spears, Two M
en W

ho Saved 
France （London: Eyre &

 Spottisw
oode, 1966

）, p. 132; Kersaudy, Churchill and D
e G

aulle, pp. 77 -78.

（
28
）  D

ilks, The D
iaries of Sir A

lexander Cadogan, 20th June 1940, p. 305.

（
29
）  M

em
orandum

 by Strang, 19th June 1940, FO
 371/24349 -C7389/7389/17, TN

A.

（
30
）  W

M

（40

）186th Conclusions, 28th June 1940, CAB 65/7, TN
A.

（
31
）  

‘Germ
an Arm

istice Term
s to France, m

em
orandum

 by the Secretary of State for Foreign Affairs

’, 23rd June 1940, CAB 
66/8 -W

P

（40

）237, TN
A.

（
32
）  

‘Events in France from
 9th June to 22nd June

’, m
em

orandum
 by Cam

pbell, 27th June 1940, FO
 371/24311 -C7541/65/17, 

TN
A.

（
33
）  From

 Cam
pbell to Foreign O

ffice, 17th June 1940, FO
 371/24311 -C7301/G, TN

A.

（
34
）  W

M

（40

）184th Conclusions M
inute 5 Confidential Annex, 27th June 1940, CAB 65/13, TN

A.

（
35
）  Bell, A

 Certain Eventuality, pp. 155 -7.

（
36
）  

一
九
四
〇
年
に
お
け
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
支
援
に
関
し
て
は
、
中
村
優
介
「
第
二
次
世
界
大
戦
期
イ
ギ
リ
ス
の
対
『
フ

ラ
ン
ス
』
政
策
、
一
九
四
〇
年

―
チ
ャ
ー
チ
ル
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』、
第
一
一
九
号
、
五
七
一
〜
六
〇

三
頁
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
を
参
照
。

（
37
）  

一
九
四
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
役
職
で
あ
り
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
首
相
と
兼
任
し
た
。

（
38
）  

‘Mem
orandum

 of Agreem
ent

’, 7th August 1940, FO
 371/24340 -C8246/7328/17, TN

A.

（
39
）  W

M

（40
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〜
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frican N
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西
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。
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A.

（
48
）  M

em
orandum

 by M
ack, 14th O

ctober 1940, FO
 371/24302 -C10647/9/17, TN
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あ
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。
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あ
る
デ
ズ
モ
ン
ド
・
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。
そ
の
た
め
、
こ
の
委
員
会
は
一
般
的
に
モ
ー

ト
ン
委
員
会
と
呼
ば
れ
る
。

（
50
）  Record of the Seventy-second M

eeting of Com
m
ittee on Foreign （Allied

） Resistance, 1st N
ovem

ber 1940, FO
 892/6, TN

A.

（
51
）  D

ilks, The D
iaries of Sir A

lexander Cadogan, 5th N
ovem

ber 1940, p. 334.



法学政治学論究　第126号（2020.9）

202

（
52
）  M

em
orandum

 by Strang, 12th D
ecem

ber 1940, FO
 371/24361 -C13251/11442/17, TN

A.

（
53
）  Ibid.

（
54
）  

‘Relations w
ith V

ichy

’, m
em

orandum
 by the Prim

e M
inister, 14th N

ovem
ber 1940, CAB 66/13 -W

P

（40

）448, TN
A.

（
55
）  
‘Morocco

’, report by Palew
ski, 13th Septem

ber 1940, FO
 371/24330 -C8722/7327/17, TN

A.
（
56
）  
ブ
ザ
ン
ソ
ン
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
ル
イ
・
ル
ジ
ェ 

（Louis Rougier

）、
駐
仏
カ
ナ
ダ
大
使
の
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ 

（Pierre D
upuy

）、

そ
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
人
の
あ
る
士
官
が
「
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト 

（Lancerot

）」
と
い
う
偽
名
を
用
い
て
ヴ
ェ
ガ
ン
や
ペ
タ
ン
と
接
触
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
で
、
ル
ジ
ェ
は
戦
後
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ペ
タ
ン
は
秘
密
協
定
を
結
ん
で
い
た
と
主
張
し
、
こ
れ
が
「
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
は
時
機
を
見
て
戦
闘

に
復
帰
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
」
と
い
う
一
九
七
〇
年
代
以
前
の
誤
っ
た
通
説
の
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、Paxton, 

V
ichy France

を
参
照
。

（
57
）  From

 G
ascoigne to Foreign O

ffice, 16th February 1941, FO
 371/28375 -Z1112/132/17, TN

A.

（
58
）  

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
自
身
が
車
い
す
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
め
、
自
ら
の
側
近
を
使
節
と
し
て
派
遣
す
る
と
い
う
外
交
交
渉
の

方
式
を
好
ん
で
用
い
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、Reynolds, From

 W
orld W

ar to Cold W
ar, pp. 165 -176

を
参
照
。

（
59
）  From

 Foreign O
ffice to H

alifax, 3rd February 1941, FO
 371/28372 -Z493/132/17, TN

A.

（
60
）  From

 H
alifax to Foreign O

ffice, 10th February 1941, FO
 371/28374 -Z918/132/17, TN

A.

（
61
）  From

 Churchill to Foreign O
ffice, 20th February 1941, FO

 371/28374 -Z1030/132/17, TN
A.

（
62
）  

ヴ
ェ
ガ
ン
は
最
終
的
に
、
一
九
四
一
年
一
一
月
に
ド
イ
ツ
の
圧
力
に
よ
っ
て
更
迭
さ
れ
、
そ
の
後
は
隠
遁
生
活
を
送
っ
た
。

（
63
）  M

em
orandum

 by M
ack, 28th February 1941, FO

 371/28376 -Z1373/132/17, TN
A.

（
64
）  Paxton, V
ichy France, p. 104.

（
65
）  

イ
ラ
ク
は
一
九
三
二
年
に
独
立
を
達
成
し
た
が
、
そ
の
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
関
与
は
続
い
て
い
た
。

（
66
）  Paxton, V

ichy France, pp. 116 -9.

（
67
）  

‘Plans to M
eet a Certain Eventuality: French Colonial Em

pire and M
andated Territories

’, draft report by Chiefs of Staff 
Com

m
ittee, 14th June 1940, FO

 371/24311 -C7278/65/17, TN
A.

（
68
）  Record of the Seventy-fourth M

eeting of Com
m
ittee on Foreign （Allied

） Resistance, 6th N
ovem

ber 1940, FO
 892/6, TN

A.

（
69
）  W

M

（41

）51st Conclusions, M
inute 3, Confidential Annex, 19th M

ay 1941, CAB 65/22, TN
A.



イギリス外務省における対「フランス」政策の転換、一九四〇～一九四一年

203

（
70
）  

シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
対
立
は
、
多
く
の
歴
史
家
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
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